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プログラム

1 9 9 8年1 2月1 1日(金)　［研究者向けプログラム］

9:30 環境庁挨拶

9:50 特別講演：OECDの内分泌撹乱化学物質問題への取組　
Robert Visser 課長（OECD ）

10:30 第一部 スクリーニング法・作用メカニズム　
Dr. Anthony Maciorowski (EPA, USA)
Dr. Dennis B. Lubahn (Univ. of Missouri, USA)
Dr. Ana M. Soto (Tufts Univ., USA)
Dr. William R. Kelce（Monsanto Company, USA ）　　

  12:50                                                昼　　食

14:00 第二部 人への影響
P rof. E llen  K . Silbergeld (U n iv . of M ary lan d, U SA )
D r. T h om as J. D arv ill (State U n iv . of N ew  Y ork, O sw ego, U SA )
D r. Joh n  W . B rock  (C D C , U SA )
P rof. Sh an n a H . Sw an  (U n iv . of M issou ri, U SA )
森 千里氏（京都大学）
住吉 好雄氏（横浜市愛児センター）

内分泌撹乱化学物質問題に関する国際シンポジウム

御　挨　拶

内分泌攪乱化学物質（いわゆる環境ホルモン）問題は、いま、世界の最も重要な環境保全上

の課題の一つとなっています。各国の政府、産業界、研究者等が、人類の存続に関わるおそれ

のあるこの深刻な問題を巡って、科学的な情報を収集し、対応策を検討しています。

私ども環境庁でも、これまで環境ホルモン問題の解決に向けて積極的な取り組みを進めて

きました。今年５月には「環境ホルモン戦略計画SPEED ’98 」をとりまとめ、公表しました。現

在、この計画に基づいて、全国で環境汚染の状況、野生生物への影響実態などの調査を進め

ています。また、環境庁の付属機関である国立環境研究所では、環境ホルモンに関する中核

的な研究施設を整備しつつあります。

一方、去る６月には、この問題の科学的な解明を進めるために、様々な分野の科学者、技術者からなる「日本内分

泌攪乱化学物質学会」が設立されました。こうした学界の動きは、環境ホルモン対策の推進に大きな役割を果た

すものと期待しています。

私は、環境ホルモン問題を解決するためには、情報の交換や普及が極めて重要と考えています。世界各国の調

査研究で得られた情報を互いに交換し、意見交換を行うことが、科学的な理解を深め、賢明な解決策を見いだす

ために不可欠です。また、環境ホルモン問題は、私たちの生活にとって身近な問題であることから、最新の情報や

知識を市民にわかりやすく提供する場を設けることが必要であると考えます。

このような観点から、環境庁では、日本内分泌攪乱化学物質学会のご協力を得て、きたる１２月１１日から１３日ま

での３日間、国立京都国際会館において環境ホルモンに関する国際シンポジウムを開催することといたしました。

　このシンポジウムは、内外の第一級の研究者や行政の担当者、産業界、環境ＮＧＯの代表者を多数お招きし、世

界の専門家が最新の科学的情報を披瀝し意見交換を行う場にするとともに、市民の方々へのわかりやすい情報提

供の場とすることを目指しています。

多くの方々がこのシンポジウムに参加され、それぞれの立場で環境ホルモン問題への理解を一層深め、その解

決の道を共に見いだすきっかけとされることを期待しています。

環境庁長官　真 鍋  賢 二　



1 9 9 8年1 2月1 2日(土)　［研究者向けプログラム］

9:00 特別講演：日本内分泌撹乱化学物質学会の取組
森田 昌敏氏（国立環境研究所）

9:30 第三部 野生動物への影響
D r. John A . M cL achlan  (T u lan e U n iv., U SA )
P rof. L ou is J. G u illette Jr. (U n iv. of F lorida, U SA )
D r. T y ron e B . H ayes (U n iv. of C aliforn ia, B erkeley, U SA )
D r. W illiam  B ow erm an  (L ake Superior State U niv., U SA )
D r. N an cy  D . D en slow  (U n iv. of F lorida, U SA )
横田 弘文氏（財団法人 化学品検査協会）

 12:50 　  　　　　 　昼　　食

【日本内分泌撹乱化学物質学会ポスターセッション】

 14:30 第四部 毒性・リスク評価
D r. F rederick S. vom  Saal (U n iv. M issou ri, U SA )
D r. Ibrahim  C hahoud (F ree U n iversity B erlin , G erm an y )
D r. John A shby（Zen eca C en tral T oxicology  L aboratory , U K )

・・D r. P eter K larn er（B A SF  A G , G erm an y）

 17:00 総 合 討 論

　 ２日間の各セッションを通して、様々な観点から総合討論を行っていただきます。
指定コメント：名和田 新氏（九州大学）  ほか

  18:30 （レセプション）

1 9 9 8年1 2月1 3日(日)　［市民向けプログラム］

9:30 真鍋賢二 環境庁長官挨拶

9:45 第一部 内分泌撹乱化学物質問題とは？
鈴木 継美氏（日本内分泌撹乱化学物質学会長）
D r. D an iel Sheehan  (F D A , N C T R , U SA )
D r. L arry  L . N eedh am  (C D C , U SA )
田辺 信介氏（愛媛大学）

 12:15  昼　　食

 13:30 第二部 各界の内分泌撹乱化学物質問題への取組
各国行政機関、産業界、環境N G O など、本問題に対する取組について紹介

　　　　　　　　　　　　　 していただきます。
Prof. N icolas O lea (U n iv. of G ranada, Spain )
D r. G eoff  B righty（E n v iron m en t A g en cy ,U K ）
ほか

 15:15    休　　憩

 15:30 第三部 総合パネルディスカッション
研究者、産業界、環境N G O 、ジャーナリストなどが一同に会し、内分泌撹

　　　　　　　　　　　　　 乱化学物質問題の解決に向けた建設的で具体的な討論をしていただきます。
D r. Joh n  P eterson  M y ers (W . A lton  Jon es F ou n dation , U SA )
井口 泰泉氏（横浜市立大学）

　　 ほか

 17:00 閉会の挨拶：澤 宏紀 環境保健部長（環境庁）
        ＊一部予定を含みます。

International Symposium on Environmental Endocrine Disruptors '98



国際シンポジウムのプログラムについて

本シンポジウムは、2 部構成になっています。
11日、12日の2日間は研究者を対象としたプログラムで、専門的な内容について科学的な議論を深める

ことを目的として、セミナー形式で開催されます。
13日は、国民の幅広い参加いただくためのプログラムで、研究者だけでなく、行政、産業界、環境ＮＧ

Ｏ等の各界から取組状況を報告いただくとともに、パネルディスカッションを行います。

参加申込ご案内

申込方法

往復ハガキに氏名、所属、住所、電話・ファックス番号、参加希望日を記載の上、下記運営事務局
（株式会社コングレ）宛にお送りください。

宛　　先 〒 102-8481 東京都千代田区麹町 5 -3 第７秋山ビルディング
株式会社コングレ「内分泌攪乱化学物質問題に関する国際シンポジウム」運営事務局

申込締切 １１月２７日（金）
＊ ただし、締め切り前に定員を超えた場合は先着順とし、その時点で申込を終了いたしま
すので、ご了承ください。(定員 11･12 日 -700 名、13 日 -1500 名予定)

参　加　費 無 料  (レセプションは有料。お問合わせください。)
使用言語 日本語・英語 (同時通訳あり)
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東海道新幹線 山陽新幹線 京阪本線 リムジンバス
（約55分）

JR関空駅
特急｢はるか｣
（75分）

阪急京都線 リムジンバス
（約105分）

地下鉄烏丸線
（京都駅より20分・四条駅より16分）

地下鉄烏丸線
（20分）

京都市バス
「国際会館駅前」
（5系統）
（約30分）

国立京都国際会館

京阪三条駅四条烏丸駅JR京都駅 JR京都駅

大阪国際空港九州･中国方面より 大阪・神戸方面より東京･中部方面より

○お申込･お問い合わせ先
　株式会社コングレ
　「内分泌攪乱化学物質問題に関する国際シンポジウム」運営事務局

TEL: 03-3263-5394 　FAX: 03-3263-4033 　e-mail: speed98@congre.co.jp

○シンポジウムの内容に関する問い合わせ先
　環境庁環境保健部環境安全課

TEL: 03-3581-3351 　FAX: 03-3580-3596 　e-mail: ehs@eanet.go.jp

会場のご案内

会　　場 国立京都国際会館 (11・12 日－アネックス、13 日－メインホール)  TEL:075-705-1234

京都市左京区宝ヶ池

京都市営地下鉄烏丸線 国際会館駅 下車 徒歩５分（地下鉄烏丸線  京都駅～国際会館駅 約2 ０分）


